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新着図書案内は、中央公民館・役場・み
ほふれ愛プラザ・保健センター・こもれ
び森のイバライド（稲敷市）にて配布し
ています。

■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）

子育て支援センターと共通のよみきかせ
スタンプカードがあります。
３回参加すると、ちょっとしたプレゼン
トがもらえます。
昨年度のスタンプカードも引き続きご利
用いただけます。

青少年読書感想文全国コンクール 
課題図書について
７月～８月の間は次の条件での貸出になります。
・村内在住の方のみ貸出できます。
・貸出期間は1週間です（延長不可）。
たくさんの方が利用できるよう、ご協力をお願い
いたします。

DVD購入希望アンケートを実施
しています
好きなＤＶＤをリクエストするチャンス！
ご意見たくさんお待ちしております。
■期間　９月２９日（日）まで
　記入用紙：図書室内にて配布

※著作権や版元の関係でいただいたご希望に沿え
　ない場合がございます。
　あらかじめご了承ください。
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一度に５点以上資料を借りるとおみくじを１つ引
けます。

えます。

■期間　９月１日（日）まで
■対象　未就学児～中学生

夏 休 み お み く じ 実 施 中 ！

システムメンテナンスのため、下記日程
の間はホームページからの蔵書検索や資
料の予約ができません。
大変ご迷惑をおかけしますが、何卒ご了
承ください。

蔵書検索システム（WEB-OPAC）
停止日のお知らせ

■実施期間　８月１９日（月）終日
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　広報みほ５月号で、木原商店街の「くわや」
さんを取材したその後。記事がきっかけとなり、
７月３日に、家庭教育学級「あったか家庭塾」
にて、くわやの青野さんをお招きし、「おうちで
作れる美浦の名物〜くわやのマドレーヌを再現
しよう〜」という講座が開かれるということで、
取材に行ってきました。

　「あったか家庭塾」は、もともと美浦村の幼稚
園や小中学校の保護者が各学校で実施していた
そうですが、児童数減少などにより、今は役場
生涯学習課にて運営しているそうです。

　この日の参加者は１２名で、青野さんが各テー
ブルを回り、マドレーヌのつくり方やレシピに
載っていないコツを教えたり、マドレーヌ以外
のことについても、参加者が青野さんの周りに
集まって質問をしていました。
　参加者に参加理由を聞くと、「普段は参加しな
いが楽しそうだから参加した」、「くわやのマド
レーヌが懐かしく、また食べたいと思い参加し
た」など、さまざまなきっかけで皆さん参加さ
れていました。

　また、本講座にあたり、青野さんはマドレー
ヌの焼き時間など試作を重ねたそうで、今回は
製造量が少なく、オーブンも家庭用なので、お
店と同じようにはできないとのことでした。

　「家で子どもと作りたい」や「みほーすの焼印
は借りられるのか」などの声が参加者から上が
り、企画した職員の方は、「想像以上に反響があ
り、中にはくわやさんに興味を持った方もいて、
住民同士が繋がる場づくりができて良かったで
す。」とおっしゃっていました。第２弾も楽しみ
ですね！
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